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１.　概要
１.１　分析概要

しまなみ海道沿線の島しょ部の方（以下、「島民」という。）は、日常的に生活道路としてしまなみ海道を利用している。
しまなみ海道は、本州四国連絡高速道路株式会社（以下、「本四高速」という。）管理の高速道路であり、利用には、通行料金を支払う必要がある。
島民の方は、生活道路であるしまなみ海道の利用が必須であることから、陸地部在住者と比較し、通行料金の負担感が大きいと考えられている。
一方、島民の方がどの程度しまなみ海道を利用しているかは、定量的に把握できていない状況である。
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（１）背景

しまなみ海道利用車両の交通動向を定量的に整理し、ETCカード提供者（島民）の交通特性を確認する。
特に、ETCカード提供者（島民）に関しては、利用状況（利用回数・利用金額）や滞在情報（滞在先・滞在時間）を整理し、その傾向を確認する。

しまなみ海道沿線地域の世帯数や人口の推移を確認する。

（２）目的

島民にアンケートを実施し、任意提出のあったETCカード番号を活用し、本四高速(株)ご協力のもと、各種交通量等データを抽出・提供頂いた（表１）。
提供頂いた各種交通量等データを集計し、しまなみ海道の交通動向や利用状況、滞在時間を整理し分析を行った。
しまなみ海道沿線地域の世帯数や人口の推移は、今治市の統計データを用いて分析を行った。

（３）分析方法

項
番

各種交通量等データ データ概要
本四利用車両データ

ETCカード提供者 その他(※)
１ 月別世帯別ICペア別利用回数 島民（世帯）の年月におけるICペア（入口IC→出口IC）利用回数を車種別に格納 ○ ○

２ 世帯別利用回数・利用金額 島民（世帯）の年月や各週における利用回数、通行料金（還元前、還元後）を格納 ○

３ 日別時間帯別IC出入交通量 日別・出入時間帯別・車種別・島民区分別のICペア（入口IC→出口IC）交通量を格納 ○ ○

４ 世帯カード別日別滞在場所・時間 島民（世帯）別・ETCカード別の滞在場所・時間の情報を格納 ○

表１　提供頂いた各種交通量等データ一覧（※個人情報が含まれていない交通量データ）

島民8,616世帯（２０２２年３月３１日現在）のうち、7,321世帯にアンケートを配布したところ、約６割にあたる4,205世帯からの回答があった（表２）。
このうち、ETCカード情報の提出は、3,892件（総世帯数の45.2%）であり、これらの交通量等データ（ETCカード提供者）を元に分析を行った。
一方、交通量等データ（その他）には、ETCカード情報未提出の島民の交通情報も含まれているため、比較の際には、その点を留意する必要がある。

（４）データ上の留意点

全体

総世帯数（2022年3月31日現在） 8,616　世帯

アンケート配布
世帯数 7,321　世帯
配布率 85.0　　％

アンケート回収
回収数 4,205　世帯
回収率 57.4　　％

ETCカード情報提出世帯数
3,892　世帯

（総世帯数の45.2％）
表２　アンケート配布・回収状況

(※)その他とは、ETCカード提供者（島民）以外の車両のことで、ETCカード未提供の島民の車両も含まれる。



本四高速より提供頂いた交通量等データの期間は、２０１９年１月から２０２２年３月の３年３ヶ月間。
本データをもとに、交通量の経年変化を確認するため、交通量等データを年、四半期、月単位で比較した。
その他、新型コロナウイルスの影響分析や休日割引提供除外期間分析（２０２１年のみ休日割引提供除外期間）を実施した。
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本資料の
主な集計期間

１.　概要
１.２　分析期間



世帯数・人口の整理　※今治市の統計データにより分析　　　　　　　　　　　　　　　　　
世帯数、人口を整理
町別、日本人・外国人別

地域間交通量の整理　※本四高速の交通量等データにより分析

本州、島しょ部（広島県）、島しょ部（今治市）、四国といった地域間の交通量を整理
区分別
• ETCカード番号提供者（島民）
• その他（※ETCカード番号未提供の方含む）
平日・休日別、車種別
経年変化（年別、四半期別）

利用回数・通行料金の整理　※本四高速の交通量等データにより分析（ＥＴＣカード提供者のデータのみ）

島民の月あたり利用回数や通行料金を整理（島しょ部全体）
経年変化（年別）

滞在回数・滞在時間・滞在場所の整理　※本四高速の交通量等データにより分析（ＥＴＣカード提供者のデータのみ）

各町ごとの滞在先割合（３ヶ年平均）を整理
町別、平日・休日別
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１.　概要
１.３　主な分析項目



島民の世帯数・人口の推移は、いずれの町においても減少傾向を示している。
吉海町 ：　［世帯数］２０２０年７月まで増加し、以降は減少傾向。　 ［人口］２０２０年１月まで横ばいで、以降は減少傾向。
宮窪町 ：　［世帯数］２０１９年７月までは横ばいで、以降は減少傾向。　 ［人口］減少傾向。
伯方町 ：　［世帯数］２０２０年１月までは横ばいで、以降は減少傾向。　 ［人口］減少傾向。
上浦町　 ：　［世帯数］２０２０年１月までは横ばいで、以降は減少傾向。　 ［人口］減少傾向。
大三島町 ：　［世帯数］２０１９年７月までは横ばいで、以降は減少傾向。　 ［人口］減少傾向。

※増減率は、2019年1月の調査を基準に算出 5

２.　世帯数・人口の推移（１月・７月）　※今治市の統計データにより分析

２.１　全世帯・全人口



島民（日本人）の世帯数・人口の推移は、いずれの町においても減少傾向を示している。
吉海町 ：　［世帯数］2020年1月までは横ばいで、以降は減少傾向。　 ［人口］減少傾向。
宮窪町 ：　［世帯数］2019年7月までは横ばいで、以降は減少傾向。　 ［人口］減少傾向。
伯方町 ：　［世帯数・人口］減少傾向。
上浦町　 ：　［世帯数・人口］減少傾向。
大三島町 ：　［世帯数・人口］減少傾向。

※増減率は、2019年1月の調査を基準に算出 6

２.　世帯数・人口の推移（１月・７月）　※今治市の統計データにより分析

２.２　日本人世帯・日本人人口



島民（外国人）の世帯数・人口の推移は、町ごとに傾向が異なる。なお、伯方町以外は、大半が一人世帯である。
吉海町 ：　［世帯数・人口］2020年7月までは増加傾向で、以降は減少傾向。
宮窪町 ：　［世帯数・人口］2019年7月に減少するも、2020年7月に一時的に増加し、以降は減少傾向。　
伯方町 ：　［世帯数・人口］2020年1月までは増加傾向で、以降は減少傾向。
上浦町　 ：　［世帯数・人口］2020年7月までは増加傾向で、以降は減少傾向。
大三島町 ：　［世帯数・人口］2020年7月までは増加傾向で、2021年1月に減少傾向に転じ、以降は横ばい傾向。

7※増減率は、2019年1月の調査を基準に算出

２.　世帯数・人口の推移（１月・７月）　※今治市の統計データにより分析

２.３　外国人世帯・外国人人口



IC出入情報に関する交通量データ（日別時間帯別IC出入交通量）をもとに、以下の内容を踏まえて地域間交通量（日あたり走行台数）を集計し、経
年変化を確認した。

平休区分 ：　日付の情報をもとに、平日（土日祝日以外）と休日（土日祝日）に区分する。
車種区分 ：　料金車種の情報をもとに、小型車（軽自動車等、普通車）、大型車（中型車、大型車、特大車）に区分する。
その他 ：　入口IC、出口ICの組合せが適正であるデータのみを集計対象とする。

入口IC・出口ICをもとに、「本州」「島しょ部（広島県）」「島しょ部（今治市）」「四国」といった地域に区分するとともに、島民の交通に関連する以下の地
域間交通量を整理対象とした。

四国－島しょ部（今治市）間
島しょ部（今治市）内々
島しょ部（今治市）－島しょ部（広島県）
島しょ部（今治市）－本州
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本州

四国

※向島本線を「本州」に区分

３.　地域間交通量の推移　※本四高速の交通量等データにより分析

３.１　分析概要

島しょ部
（今治市）

島しょ部
（広島県）

出典 ： 国土地理院地図を元に作成



ETCカード提供者（島民）・小型車の走行台数／日は、「四国－島しょ部（今治市）」間の交通が最も多い。
四国－島しょ部（今治市）間　：　約１,２００台／日（１,１８０～１,２８３台／日）
島しょ部（今治市）内々交通　：　約６００台／日（５６８～６５３台／日）
島しょ部（今治市）－島しょ部（広島県）間　：　約１３０台／日（１２８～１３７台／日）
島しょ部（今治市）－本州間　：　約７０台／日（６１～７５台／日）

ETCカード提供者（島民）・小型車の走行台数／日の推移は、交通量が多い地域間において、いずれも増加傾向を示している。
四国－島しょ部（今治市）間　：　２０２０年に若干減少するも、２０２１年以降は、増加傾向。
島しょ部（今治市）内々交通　：　増加傾向。
島しょ部（今治市）－島しょ部（広島県）間　：　２０２１年まで増加傾向を示すも、２０２２年に減少傾向を示し、２０１９年並みの走行台数となる。
島しょ部（今治市）－本州間　：　２０２０年に減少傾向を示すも、以降は増加傾向。

その他車両・小型車の走行台数／日の推移は、減少傾向を示している。
その他車両・大型車の走行台数／日の推移は、２０２１年までは減少傾向、以降は横ばい傾向。

※増減率は、2019年の走行台数／日を基準に算出 9

３.　地域間交通量の推移　※本四高速の交通量等データにより分析

３.２　地域間交通量（平日・年比較）



ETCカード提供者（島民）・小型車の走行台数／日は、「四国－島しょ部（今治市）」間の交通が最も多い。
四国－島しょ部（今治市）間　：　約１,３００ 台／日（１,２８１～１,３９８台／日）
島しょ部（今治市）内々交通　：　約４５０台／日（４２１～４６６台／日）
島しょ部（今治市）－島しょ部（広島県）間　：　約１６０台／日（１５４～１６７台／日）
島しょ部（今治市）－本州間　：　約１１０台／日（１０７～１６６台／日）

ETCカード提供者（島民）・小型車の走行台数／日の推移は、地域間によって傾向が異なる。
四国－島しょ部（今治市）間　：　２０２０年に減少するも、２０２１年に増加に転じ、以降は横ばい傾向。
島しょ部（今治市）内々交通　：　増加傾向。
島しょ部（今治市）－島しょ部（広島県）間　：　２０２０年に減少し、２０２１年に増加に転じるも、２０２２年に再度減少傾向。
島しょ部（今治市）－本州間　：　減少傾向。

その他車両・小型車の走行台数／日の推移は、減少傾向を示している。なお、走行台数の減少幅（増減率）は、平日よりも大きい。
その他車両・大型車の走行台数／日の推移は、２０２１年までは減少傾向、以降は横ばい傾向。なお、走行台数の減少幅は、平日よりも大きい。

※増減率は、2019年の走行台数／日を基準に算出 10

３.　地域間交通量の推移　※本四高速の交通量等データにより分析

３.３　地域間交通量（休日・年比較）



ETCカード提供者（島民）・小型車の平日・四半期別の走行台数／日は、四国－島しょ部（今治市）間の交通が最も多く、約１,２００台／日（1,０６６～１,
３２０台／日）である。また、その他の地域間交通は、島しょ部（今治市）内々交通が約６００台／日（５５５～６５３台／日）、島しょ部（今治市）－島しょ部
（広島）間が約１００台／日（１１６～１４３台／日）、島しょ部（今治市）－本州間が約７０台／日（４６～７６台／日）である。
「四国－島しょ部（今治市）」 「島しょ部（今治市）－島しょ部（広島県）」 「島しょ部（今治市）－本州」の地域間交通量において、同様の傾向となる。

コロナ禍の影響で、2020年第２四半期より減少傾向となるも、2020年第３四半期には増加傾向に転じる。
2021年第２四半期に再度減少傾向となるも、2021年第３四半期には増加傾向に転じる。

「島しょ部（今治市）内々」の交通量は、コロナ禍の影響に関係なく、増加傾向を示している。
いずれの地域間交通量も、コロナ禍の影響で一時的に交通量が減少するも、次期間には回復しており、2019年同四半期以上の走行台数／日と
なっている（一部地域間は、2019年同四半期並みの走行台数／日） 。

※増減率は、2019年同四半期の走行台数／日を基準に算出 11

３.　地域間交通量の推移　※本四高速の交通量等データにより分析

３.４　ETCカード提供者（島民）・小型車における地域間交通量（平日・四半期比較）



ETCカード提供者（島民）・小型車の休日・四半期別の走行台数／日は、四国－島しょ部（今治市）間の交通が最も多く、約１,３００台／日（1,０４２～１,
４８９台／日）である。また、その他の地域間交通は、島しょ部（今治市）内々交通が約４００台／日（３７４～４８２台／日）、島しょ部（今治市）－島しょ部
（広島）間が約１５０台／日（１３４～１７３台／日）、島しょ部（今治市）－本州間が約１３０台／日（７９～１７５台／日）である。
「四国－島しょ部（今治市）」 「島しょ部（今治市）内々」 「島しょ部（今治市）－島しょ部（広島県）」 「島しょ部（今治市）－本州」のいずれの地域間交通
量においても、同様の傾向となる。

コロナ禍の影響で、2020年第２四半期に減少傾向となるも、 2020年第３四半期以降に増加傾向に転じる。
2021年第２四半期より減少傾向となるも、2021年第４四半期に再度増加傾向に転じる。
2022年第１四半期は、再度減少傾向となる（島しょ部（今治市）内々交通のみ、増加傾向）。

「四国－島しょ部（今治市）」「島しょ部（今治市）内々」「島しょ部（今治市）－島しょ部（広島県）」の交通量は、2019年同四半期並みの走行台数／日ま
で回復している。一方、「島しょ部（今治市）－本州」の地域間交通量は、 2019年同四半期並みの走行台数／日に至っていない。

※増減率は、2019年同四半期の走行台数／日を基準に算出 12

３.　地域間交通量の推移　※本四高速の交通量等データにより分析

３.５　ETCカード提供者（島民）・小型車における地域間交通量（休日・四半期比較）



その他車両・小型車の平日・四半期別の走行台数／日は、四国－島しょ部（今治市）間の交通が最も多く、約４,０００台／日（３,５９５～４,５５９台／日）
である。また、その他の地域間交通は、島しょ部（今治市）内々交通が約１,０００台／日（９２３～１,１３３台／日）、島しょ部（今治市）－島しょ部（広島）間
が約５５０台／日（４４１～６２７台／日）、島しょ部（今治市）－本州間が約６００台／日（４３３～８０６台／日）である。
「四国－島しょ部（今治市）」 「島しょ部（今治市）内々」 「島しょ部（今治市）－島しょ部（広島県）」 「島しょ部（今治市）－本州」のいずれの地域間交通
量においても、同様の傾向となる。

コロナ禍の影響で、2020年第２四半期に減少傾向となるも、 2020年第３四半期以降に増加傾向に転じる。
2021年第１四半期より減少傾向となるも、2021年第４四半期に再度増加傾向に転じる。
2022年第１四半期は、再度減少傾向となる。

いずれの地域間交通量も、 2019年同四半期並みの走行台数／日に至っていない。

※増減率は、2019年同四半期の走行台数／日を基準に算出 13

３.　地域間交通量の推移　※本四高速の交通量等データにより分析

３.６　その他車両・小型車における地域間交通量（平日・四半期比較）



その他車両・小型車の休日・四半期別の走行台数／日は、四国－島しょ部（今治市）間の交通が最も多く、約４,３００台／日（３,１９１～６,００２台／日）
である。また、その他の地域間交通は、島しょ部（今治市）内々交通が約９００台／日（６４０～１,２５３台／日）、島しょ部（今治市）－島しょ部（広島）間が
約８５０台／日（５３６～１,１８０台／日）、島しょ部（今治市）－本州間が約１,４００台／日（８４９～２,０１４台／日）である。
「四国－島しょ部（今治市）」 「島しょ部（今治市）内々」 「島しょ部（今治市）－島しょ部（広島県）」 「島しょ部（今治市）－本州」のいずれの地域間交通
量においても、同様の傾向となる。

コロナ禍の影響で、2020年第２四半期に減少傾向となるも、 2020年第３四半期以降に増加傾向に転じ、以降横ばい傾向となる。
2021年第２四半期より減少傾向となるも、2021年第３四半期に再度増加傾向に転じる。
2022年第１四半期は、横ばい傾向となる（島しょ部（今治市）－本州間交通のみ、増加傾向）。

いずれの地域間交通量も、 2019年同四半期並みの走行台数／日に至っていない。

※増減率は、2019年同四半期の走行台数／日を基準に算出 14

３.　地域間交通量の推移　※本四高速の交通量等データにより分析

３.７　その他車両・小型車における地域間交通量（休日・四半期比較）



その他車両・大型車の平日・四半期別の走行台数／日は、四国－島しょ部（今治市）間の交通が最も多く、約５５０台／日（４８４～６１５台／日）である。
また、その他の地域間交通は、島しょ部（今治市）内々交通が約２５０台／日（２５３～２９８台／日）、島しょ部（今治市）－島しょ部（広島）間が約５０台／
日（５４～９０台／日）、島しょ部（今治市）－本州間が約１４０台／日（１１０～１９３台／日）である。
「四国－島しょ部（今治市）」 「島しょ部（今治市）－島しょ部（広島県）」 「島しょ部（今治市）－本州」の地域間交通量において、同様の傾向となる。

コロナ禍の影響で、2020年第２四半期より減少傾向となる。
2020年第４四半期から2021年第１四半期にかけて、増加傾向に転じるも、2021年第２四半期に再度減少傾向となる。
その後、徐々に増加傾向に転じる。

「島しょ部（今治市）内々」の交通量は、コロナ禍の影響で、2020年第２四半期に減少傾向となるも、2020年第３四半期に増加傾向となる。その後、2021
年第２四半期にかけて減少傾向となるも、2021年第３四半期より再度、増加傾向に転じる。
「四国－島しょ部（今治市）」間の交通量は、2019年同四半期並みの走行台数／日まで回復している。一方、その他の地域間交通量は、 2019年同四
半期並みの走行台数／日に至っていない。

※増減率は、2019年同四半期の走行台数／日を基準に算出
15

３.　地域間交通量の推移　※本四高速の交通量等データにより分析

３.８　その他車両・大型車における地域間交通量（平日・四半期比較）



その他車両・大型車の休日・四半期別の走行台数／日は、四国－島しょ部（今治市）間の交通が最も多く、約２５０台／日（２０９～３３６台／日）である。
また、その他の地域間交通は、島しょ部（今治市）内々交通が約２００台／日（１５６～２１５台／日）、島しょ部（今治市）－島しょ部（広島）間が約３０台／
日（２２～５０台／日）、島しょ部（今治市）－本州間が約８０台／日（４７～１１９台／日）である。
「四国－島しょ部（今治市）」 「島しょ部（今治市）内々」 「島しょ部（今治市）－島しょ部（広島県）」 「島しょ部（今治市）－本州」のいずれの地域間交通
量においても、同様の傾向となる。

コロナ禍の影響で、2020年第２四半期に減少傾向となるも、 2020年第３四半期以降に増加傾向に転じる。
2020年第４四半期から2021年第１四半期にかけて、減少傾向となるも、2021年第３四半期に再度増加傾向に転じる。

いずれの地域間交通量も、 2019年同四半期並みの走行台数／日に至っていない。

※増減率は、2019年同四半期の走行台数／日を基準に算出 16

３.　地域間交通量の推移　※本四高速の交通量等データにより分析

３.９　その他車両・大型車における地域間交通量（休日・四半期比較）



ETCカード提供者（島民）の利用状況に関する交通量データ（月別世帯別利用回数・利用金額）をもとに、利用回数や通行料金を集計した。
利用回数や通行料金は、以下の流れで整理した。

「利用回数」が１回以上のデータを対象とし、「世帯」「分析期間」で集約し、「利用月数」、「利用回数計」、「通行料金計」を計上。
「利用回数計」、「通行料金計」を「利用月数」で除算し、「月あたり利用回数」、「月あたり通行料金」を計上。
「月あたり利用回数」や「月あたり通行料金」をもとに度数分布表（世帯数）や構成比を整理。
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４.　利用回数・通行料金の推移　※本四高速の交通量等データにより分析（ＥＴＣカード提供者のデータのみ）

４.１　分析概要

吉海町

宮窪町

伯方町

上浦町

大三島町

出典 ： 国土地理院地図を元に作成



2019年 2020年 2021年 2022年 2019年 2020年 2021年 2022年

５回未満 562 716 776 829 16.7% 20.3% 21.2% 23.0%
１０回未満 821 937 1,005 906 24.4% 26.6% 27.4% 25.1%
１５回未満 625 602 576 555 18.5% 17.1% 15.7% 15.4%
２０回未満 322 310 309 312 9.6% 8.8% 8.4% 8.6%
２５回未満 224 196 202 200 6.6% 5.6% 5.5% 5.5%
３０回未満 147 140 133 132 4.4% 4.0% 3.6% 3.7%
３５回未満 94 91 99 90 2.8% 2.6% 2.7% 2.5%
４０回未満 109 74 93 88 3.2% 2.1% 2.5% 2.4%
４５回未満 82 99 82 102 2.4% 2.8% 2.2% 2.8%
５０回未満 91 92 91 92 2.7% 2.6% 2.5% 2.5%
５０回以上 294 269 300 303 8.7% 7.6% 8.2% 8.4%

全世帯 3,371 3,526 3,666 3,609

構成比月あたり
利用回数

世帯数

月あたり利用回数の世帯構成比は、いずれの年においても５回以上１０回未満の割合が最も高い。
世帯数の構成比より、世帯ごとの利用回数は減少（１０回未満の割合が増加）傾向を示している。

２０１９年は、１０回未満の割合が４１％程度。また、１０回以上３０回未満の割合が３９％程度。
２０２０年以降は、１０回未満の割合が増加傾向（４７％程度）。また、１０回以上３０回未満の割合が減少傾向（３３％程度）。

本四高速を利用する世帯数が年々増加（ 3,371世帯⇒3,609世帯）している。
１０回未満　：　増加傾向
１０回以上３０回未満　：　減少傾向
３０回以上　：　横ばい傾向（増減率は変化があるものの、増減する世帯数は多くない）。

コロナ禍（２０２０年）の影響により、世帯ごとの利用回数は、減少傾向を示している。一方、本四高速を利用していなかった世帯が本四高速を利用して
おり、利用世帯数が増加傾向を示している。
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※増減率は、2019年の世帯数を基準に算出

４.　利用回数・通行料金の推移　※本四高速の交通量等データにより分析（ＥＴＣカード提供者のデータのみ）

４.２　月あたり利用回数の構成比（年比較）



2019年 2020年 2021年 2022年 2019年 2020年 2021年 2022年

５千円未満 800 965 1,033 1,129 23.7% 27.4% 28.2% 31.3%
１０千円未満 869 993 983 917 25.8% 28.2% 26.8% 25.4%
１５千円未満 596 545 564 478 17.7% 15.5% 15.4% 13.2%
２０千円未満 314 284 293 317 9.3% 8.1% 8.0% 8.8%
２５千円未満 219 206 211 207 6.5% 5.8% 5.8% 5.7%
３０千円未満 144 123 118 129 4.3% 3.5% 3.2% 3.6%
３５千円未満 104 104 124 108 3.1% 2.9% 3.4% 3.0%
４０千円未満 90 75 78 79 2.7% 2.1% 2.1% 2.2%
４５千円未満 52 59 61 58 1.5% 1.7% 1.7% 1.6%
５０千円未満 52 48 39 43 1.5% 1.4% 1.1% 1.2%
５０千円以上 131 124 162 144 3.9% 3.5% 4.4% 4.0%

全世帯 3,371 3,526 3,666 3,609

50,279 48,778 52,380 49,850

14.9 13.8 14.3 13.8
世帯あたり通行
料金（千円）

月あたり通行
料金計（千円）

月あたり
通行料金
（還元前）

世帯数 構成比

月あたり通行料金の世帯構成比は、１０千円未満の割合が半数を占める。
２０１９年、２０２０年は、５千円以上１万円未満の世帯割合が最も高い。
２０２１年、２０２２年は、５千円未満の世帯割合が最も高い。

世帯数の構成比より、世帯ごとの通行料金は減少（１０千円未満の割合が増加）傾向を示している。
２０１９年は、１万円未満の割合が５０％程度。また、１万円以上３万円未満の割合が３７％程度。
２０２０年以降は、１万円未満の割合が増加傾向（５５％程度）。また、１万円以上３万円未満の割合が減少傾向（32％程度）

月あたり通行料金計を全世帯で除算した世帯あたり通行料金は、１万４千円程度。
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※通行料金は、通行料金（還元前）を採用

※増減率は、2019年の世帯数を基準に算出

４.　利用回数・通行料金の推移　※本四高速の交通量等データにより分析（ＥＴＣカード提供者のデータのみ）

４.３　月あたり通行料金の構成比（年比較）



島民別に抽出された滞在場所に関する交通量データをもとに、以下の内容を踏まえて、町ごとの平日の滞在先車両数（日あたり車両台数）を集計し、
町ごとの平日の滞在先の傾向（滞在先割合％）を確認した。

 対　象 ：　滞在日数が２日未満で居住地を除いた滞在データ（全体の97.9％）を集計対象とする。
各町ともに四国への滞在（行き先）割合が最も多いが、その割合は四国からの距離に応じて減少している。

【四国】　→　【大島】吉海町73.7％、宮窪町69.0％　→　【伯方】伯方町54.1％　→　【大三島】大三島町47.3％、上浦町37.3％
島しょ部間の移動は約２割～４割で、伯方への滞在（行き先）割合が多い。大三島では島しょ部（広島）への滞在（行き先）割合が他の町と比べて多い。

５.　滞在回数・滞在時間・滞在場所の推移　※本四高速の交通量等データにより分析（ＥＴＣカード提供者のデータのみ）

５.１　各町ごとの滞在先割合（平日・３ヶ年平均）

四国

大島

伯方

大三島

島しょ部（広島）

今治市出典：国土地理院地図を元に作成
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54.1%

71.4%

42.3%

1.1%

19.8%

6.7%

本州

1.1%

3.7%

16.2%

18.9%
7.1%

5.7%

16.3%

29.8%

6.0%

※大島、大三島の矢印数値は２町の平均値



島民別に抽出された滞在場所に関する交通量データをもとに、以下の内容を踏まえて、町ごとの平日の滞在先車両数（日あたり車両台数）を集計し、
町ごとの平日の滞在先の傾向（滞在先割合％）を確認した。

 対　象 ：　滞在日数が２日未満で居住地を除いた滞在データ（全体の97.9％）を集計対象とする。
各町ともに四国への滞在（行き先）割合が最も多いが、その割合は四国からの距離に応じて減少している。

【四国】　→　【大島】吉海町79.0％、宮窪町77.1％　→　【伯方】伯方町59.5％　→　【大三島】大三島町48.7％、上浦町38.5％
島しょ部間の移動は約２割～３割で、伯方への滞在（行き先）割合が多いが、大三島では島しょ部（広島）への滞在（行き先）割合の方が多い。
四国、島しょ部（広島）、本州への滞在（行き先）割合が平日より多い。

５.　滞在回数・滞在時間・滞在場所の推移　※本四高速の交通量等データにより分析（ＥＴＣカード提供者のデータのみ）

５.２　各町ごとの滞在先割合（休日・３ヶ年平均）

今治市

広島県尾道市

出典：国土地理院地図を元に作成
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※大島、大三島の矢印数値は２町の平均値

四国

大島

伯方

大三島

島しょ部（広島）

本州

59.5%

78.1%

43.6% 13.1%

18.9%

5.3%

14.3%

12.3%

5.0%

1.5%

7.1%

21.1%

2.2%

6.8%

11.4%



６.　まとめ

島民の人口、世帯数ともに減少傾向を示している。
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（１）人口・世帯数　※今治市の統計データにより分析

ＥＴＣカード提供者（島民）においては、コロナ禍にも関わらず平日の走行台数が増加傾向を示していることから、しまなみ海道はなくてはならない
　　「唯一の生活道路」であると考えられる。

ＥＴＣカード提供者（島民）のしまなみ海道の利用は、ほとんどの世帯が週１回～２回程度の利用であり、四国への滞在（行き先）割合が最も多いことか
ら、島しょ部内で完結できないことは今治市陸地部に依存していると推測される。
ＥＴＣカード提供者（島民）の島しょ部３島間の移動は全体の２割～４割であり、伯方への滞在（行き先）が多いことから、島しょ部圏域においては伯方
を中心とした生活圏が形成されていることが推測される。

ETCカード提供者（島民）・小型車の走行台数／日の推移は、コロナ禍であったにも関わらず、増加傾向を示している。
その他車両・小型車の走行台数／日の推移は、コロナ禍の影響により、減少傾向を示している。

地域間交通量は、平日・休日ともに「四国－島しょ部（今治市）」の交通が最も多い。

（２）地域間交通量　※本四高速の交通量等データにより分析

月あたり利用回数の世帯構成比は、１０回未満（週１回程度）の利用が全体の約半数、２０回未満の利用（週２回程度）が全体の約７割を占める。
世帯数の構成比より、世帯ごとの利用回数は減少（１０回未満の割合が増加）傾向を示している。
本四高速を利用する世帯数が年々増加（3,371世帯⇒3,609世帯）している。

（３）利用回数　※本四高速の交通量等データにより分析（ＥＴＣカード提供者のデータのみ）

月あたり通行料金の世帯構成比は、１０千円未満で約半数、月２０千円未満で全体の約８割、月２５千円未満で全体の約９割を占める。
世帯数の構成比より、世帯ごとの通行料金は減少（１０千円未満の割合が増加）傾向を示している。
月あたり通行料金計を全世帯で除算した世帯あたり通行料金の平均は、１万４千円程度。

（４）通行料金　※本四高速の交通量等データにより分析（ＥＴＣカード提供者のデータのみ）

今治市島しょ部３島間の移動は全体の約２割～４割を占め、中でも伯方への滞在（行き先）割合が多い。

今治市島しょ部３島間の移動を除いた滞在（行き先）場所は、３島ともに「島しょ部（広島）・本州」より「四国」への滞在（行き先）が圧倒的に多い。
四国への滞在（行き先）割合は四国からの距離に応じて減少している。
大三島では島しょ部（広島）への滞在（行き先）割合が他の町と比べて多い。
休日より平日の方が島しょ部間の移動割合が多い。（⇔休日の方が遠方への移動が多い）

（５）滞在車両数・滞在時間・滞在場所　※本四高速の交通量等データにより分析（ＥＴＣカード提供者のデータのみ）

（６）考察



７.　資料
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（１）　しまなみ海道沿線地域の比較（今治市、尾道市）

しまなみの子どもを育む交通費支援事業　【令和４年度予算　１５，０００千円】
保健医療

島しょ部全ての世帯を対象
妊産婦・乳幼児の対象となる受診及び事業、不妊症・不育症の受診、小学生以下の救急受診（休日・夜間）について、各項目ごと
に上限回数等を設けて交通費を助成

子ども世帯
島しょ部全ての世帯を対象
１８歳以下の子どもがいる世帯に対象の交通費を１／２程度（上限１万円）を助成

燃料費高騰対応しまなみ暮らし支援事業（※令和４年度のみ）　【令和４年度予算　９０，０００千円】
島しょ部全ての世帯を対象
しまなみ海道通行料の負担に加え、燃料費高騰により負担を強いられている島しょ部世帯に対し、アンケートに回答した世帯に生
活支援のための燃料クーポン（１世帯１万円）を配布

（２）　しまなみ海道通行料金の負担軽減に向けて、今治市が行っている各種支援事業

大島 伯方 大三島 生口島 因島 向島

41.9 km2 20.84 km2 64.54 km2 31.21 km2 39.76 km2 22.22 km2

5,419 人 5,785 人 5,002 人 7,606 人 21,449 人 21,678 人

7.3 km 17.9 km 24.7 km 18.0 km 13.3 km 6.6 km

軽自 760 円 1,110 円 1,300 円 760 円 580 円 260 円

普通 900 円 1,300 円 1,540 円 910 円 690 円 310 円

軽自 680 円 890 円 1,050 円 520 円 370 円 130 円

普通 840 円 1,100 円 1,290 円 630 円 470 円 160 円

軽自 6,080 円 8,880 円 10,400 円 6,080 円 4,640 円 2,080 円

普通 7,200 円 10,400 円 12,320 円 7,280 円 5,520 円 2,480 円

軽自 12,160 円 17,760 円 20,800 円 12,160 円 9,280 円 4,160 円

普通 14,400 円 20,800 円 24,640 円 14,560 円 11,040 円 4,960 円

四国　←　今治市 尾道市　→　本州

127.3 km2 93.2 km2

16,206 人 50,733 人

市内陸地部までの
距離

市内陸地部までの通行料金（片道）

　今治側各IC　→　今治北IC

　尾道側各IC　→　西瀬戸尾道IC

※尾道大橋利用の場合、向島⇔尾道IC間は無料

市内陸地部まで週１回の利用

片道料金×往復×週１回×４週（月）

市内陸地部まで週２回の利用

片道料金×往復×週２回×４週（月）

面積

人口
R4.10.31現在

平日

休日

平日

平日


